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体験記：  

 2026年 5月 12日から 7月 1日まで，アメリカ・インディアナ州にある Purdue Universityに滞在し
Professor Kazuki Maedaの下で研究を行いました．Purdue Universityの所在するWest Lafayetteは
大学を中心として発展した都市であり，治安も非常によく，大学と地域のつながりが強い街でした．キ
ャンパス内には空港，ゴルフ場，フットボールスタジアムが設置されるなど広大な敷地を有しています．
また，多数の宇宙飛行士を輩出していることでも有名で，研究室のある建物は，人類初の月面歩行者と
して知られる Neil Armstrongにちなんだ”Neil Armstrong Hall of Engineering”という名前でした．建物
に入るとアポロカプセルの実寸大レプリカ，アポロ計画で持ち帰った月の石の展示もあり，初日には個
人的に非常にワクワクしたのを覚えています． 

 初めに研究活動についてです．約 8週間という短い滞在期間だったため，日本から持ち込んだ実験デ
ータに対して，Maeda先生の研究室で用いられているデータ解析手法を適用することに注力しました．
具体的には，近年，流体力学分野で広く用いられているモード分解をキャビテーション（TLVC）の可視
化画像および同時計測した圧力データへ適用し，特に非線形を有する TLVCの周期振動のダイナミクス
を解析しました．また，Maeda先生の研究グループは乱流研究にも注力しており，乱流と TLVCの初生
についてもブレーンストーミングを行いました．滞在期間中に一定の成果が出たため，最後の 1週間に
は，学術論文投稿準備を行い，内容に関する議論も行うことができました． 

受入研究室で私の滞在時に常駐していたポスドク・博士学生は合計 3人でした．少人数かつ各々異な
るトピックに取り組んでおり，毎週のグループミーティングでは，自身とは少し異なる流体力学分野の
研究に触れる機会があり，多様な研究手法や考え方を学ぶことができました．さらに，滞在期間中は毎
週１時間程度，私のプロジェクトに関して議論する時間をいただき，私，Maeda先生，ポスドク，博士
学生の 4人で議論をしました．多くの時間を割いてご指導いただいたことに深く感謝しています．この
議論を通して，手法としてのモード分解の活用方法への理解が深まっただけでなく，日本で研究してい



ただけでは思いつかなかった視点から研究を見直すことができ，今後の研究にも大きく役立つ経験とな
りました． 

研究スタイルとしては，滞在した研究グループに限らず，多くの学生が 17 時頃には帰宅し，プライ
ベートな時間を大切にするなど，オンとオフの切り替えを重視する文化を感じました．さらに，Purdue
大学の試験設備を見学する機会もいただき，高圧試験設備やMach 8ショックチューブ，風洞など，大
規模な実験設備に触れ，研究スケールの大きさを実感しました．（一部は申請の都合上外からの見学の
み）．また，これらの設備を維持・運営のために，政府や企業からの支援が充実している点も特徴的だと
感じました． 

次に日常生活についてです．5 月中旬から８月下旬は，多くのアメリカの大学が夏休み期間であり，
キャンパス内は落ち着いた雰囲気で，のびのびと生活することができました．キャンパス内は散歩する
夫婦や，噴水で水遊びをする子供たちなど，大学が地域住民にも開かれた交流の場となっていることを
実感しました．住居は，最初の２週間は Airbnb で予約した apartment に，残りの期間はサマーインタ
ーンシップ参加者用の寮に滞在しました．寮はキャンパス内に所在しているものの，キャンパスが広大
なので研究室は徒歩 20 分程度です．また，寮の洗濯機は共用でしたが，冷蔵庫や電子レンジがなかっ
たため，短期レンタルをしました．食事については，スーパーで食材を買い，サンドウィッチなどを作
り食べることが多かったです．現地の物価は高いと感じましたが，現地の給与水準を考えると必ずしも
極端に高いわけではなく，外食は一皿の量が非常に多いため，持ち帰って複数回に分けて食べることも
一般的でした．滞在中に不便に感じたのは交通手段です．アメリカは車社会なので，品ぞろえの良いス
ーパー等に行くのは苦労しました． 

Purdue Universityでの研究は私にとって初めての国際共同研究でした．研究手法だけでなく，研究へ
の考え方や議論の進め方，研究者同士のコミュニケーションなど，日本では得られない多くの経験を積
むことができました．今回の滞在で得られた経験と学びを今後の研究活動に生かすとともに，国際的な
連携を大切にしていきたいと思います． 

最後に，このような貴重な機会をくださった伊賀先生，快く受け入れてくださった Maeda 先生と研
究室の皆さん，多様な面でご支援いただいた IFS-GCOREの皆様に深く感謝いたします． 
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